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ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

『
犯
罪
学
　
少
年
刑
法
　
行
刑

著

一
九
七
六
年
』

　
国
　
本
書
の
著
者
ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
現
在
、
西
ド

イ
ッ
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
教
授
で
あ
り
、
法
学
部
長
を
二
期
つ
と
め
て
い

る
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
人
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
、
本
誌
上
で
紹
介
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
そ
れ
に
ゆ
ず
り
た
い
（
法
学
研
究
四
五
巻

一
〇
号
、
昭
和
四
七
年
、
八
七
頁
以
下
、
同
四
八
巻
六
号
、
昭
和
五
〇
年
、
九
九
頁
、
同

五
〇
巻
四
号
、
昭
和
五
二
年
、
一
二
四
頁
）
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
犯
罪
学
・
行
刑
学
研

究
所
の
助
手
と
し
て
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
も
と
で
研
究
生
活
に
入
り
、
次

い
で
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
少
年
刑
法
・
刑
事
政
策
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
主
宰
す
る

ジ
ー
ヴ
ァ
ー
ツ
の
も
と
で
さ
ら
に
研
鐙
を
積
み
、
一
九
六
九
年
に
教
授
資
格
を

取
得
し
私
講
師
と
な
り
、
一
九
七
一
年
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
教
授
に
な
つ

た
人
で
あ
る
が
、
研
究
者
の
道
に
入
つ
た
の
は
、
実
は
、
ケ
ル
ン
大
学
の
ボ
ー
ネ

　
　
　
紹
介
と
批
評

の
指
導
の
も
と
で
学
位
を
取
得
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
師
事

し
た
こ
れ
ら
三
人
の
学
者
は
、
西
ド
イ
ッ
の
刑
事
法
学
研
究
者
の
中
で
も
、
特

に
、
諸
外
国
の
学
者
と
の
交
流
を
積
極
的
に
試
み
た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
影
響

が
彼
の
学
問
傾
向
に
色
濃
く
残
つ
て
い
る
。
刑
事
法
の
文
献
の
中
に
、
一
九
六

一
年
に
は
じ
め
て
登
場
し
た
の
は
、
社
会
防
衛
会
議
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ

り
、
以
後
、
主
要
な
国
際
会
議
に
出
て
、
犯
罪
学
の
分
野
で
の
国
際
的
動
向
に

怠
り
な
く
注
意
を
払
つ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
数
多
く
の
著
作
に
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
英
米
の
犯
罪
者
処
遇
の
実
情
に
通
じ
て
い
る
の
は
勿
論
、
東
欧

諸
国
に
も
積
極
的
に
出
か
け
て
ゆ
き
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
正

確
な
情
報
を
集
め
る
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
も
、
特
筆
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
此
の
人
の
著
書
に
は
、
本
書
を
含
め
最
近
、
わ
が
国
の
犯
罪
の

実
状
、
犯
罪
者
処
遇
の
状
況
に
関
す
る
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
（
例
え
ぽ
く
鱒
阜

目
。
一
。
讐
ρ
白
誘
Φ
拐
魯
翼
ぎ
日
＜
Φ
旨
お
昌
①
冨
。
風
9
お
◎
。
こ
れ
は
、
一

九
六
一
二
年
に
園
①
o
洋
α
段
冒
鴨
邑
誌
上
に
、
西
原
春
夫
氏
と
連
名
で
発
表

し
た
論
文
「
目
本
に
お
け
る
少
年
犯
罪
と
少
年
裁
判
制
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た

目
本
へ
の
関
心
が
、
最
近
、
次
第
に
大
き
く
な
つ
て
い
つ
た
こ
と
に
よ
る
。
私

は
、
一
九
六
九
年
に
西
ド
イ
ッ
の
全
犯
罪
学
会
、
一
九
七
三
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

で
の
第
一
回
国
際
被
害
者
学
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
、
同
年
九
月
の
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
で

の
第
七
回
国
際
犯
罪
学
会
の
席
上
で
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
議
論
を
重
ね
て
ゆ
く
う

ち
に
親
交
を
持
つ
に
至
り
、
昭
和
四
九
年
九
月
に
来
日
す
る
機
会
を
造
り
、
翌

五
〇
年
一
〇
月
に
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
に
招
聰
さ
れ
、
半
年
間
、
同
氏
と
日

本
の
犯
罪
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
な
つ
た
（
そ
の
成
果
は
、
＜
R
笹
巴
9
Φ
＆
①

民
ユ
目
ぎ
9
0
咀
9
冒
冨
ロ
と
い
う
か
な
り
長
編
の
論
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
同
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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七
八
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

編
集
す
る
　
田
帥
巳
名
驚
審
吾
蓉
げ
q
R
囚
は
ヨ
ぎ
o
一
〇
α
q
昼
国
茜
ぎ
建
昌
α
q
筈
”
β
“

一
零
S
ψ
一
卑
に
登
載
さ
れ
た
）
。

　
二
　
本
書
は
、
西
ド
イ
ッ
の
学
生
の
間
で
、
「
ぺ
ー
・
デ
i
・
べ
ー
（
国
亀
o

U
①
ぎ
白
奮
窪
・
頴
ま
ぼ
評
甜
o
琶
畠
》
導
宅
o
呂
国
①
津
8
）
」
と
い
う
愛
称
で

よ
ば
れ
、
国
家
試
験
用
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
叢
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

ぺ
ー
・
デ
i
・
べ
ー
に
は
、
刑
法
総
論
、
各
論
を
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ラ
イ
、
刑
訴

法
を
ク
ラ
ウ
ス
・
・
ク
シ
ン
が
担
当
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
刑
事
法
で
受
験
す

る
学
生
の
必
携
の
書
と
な
つ
て
い
る
。
本
叢
書
の
副
題
が
示
す
通
り
、
本
シ
リ

ー
ズ
は
、
質
問
と
解
答
が
交
互
に
出
さ
れ
、
一
問
一
答
式
に
そ
の
知
識
を
整
理

す
る
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
、
判
例
や
学
説
の
引
用
も
か

な
り
詳
細
で
あ
り
、
著
者
に
よ
つ
て
は
、
自
分
の
論
文
に
こ
の
著
書
の
当
該
個

所
を
引
用
す
る
ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ブ
ラ
イ
と
ロ
ク
シ
ン
の

著
書
と
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
近
著
と
を
比
べ
る
と
、
ま
ず
第
一
に
気
づ
く
こ
と
は
、

前
二
者
の
場
合
、
一
頁
を
左
・
右
の
欄
に
分
け
、
左
側
に
質
問
、
右
側
に
解

答
と
い
う
形
式
で
印
刷
を
し
て
あ
る
の
に
対
し
て
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
場
合
に

は
、
通
常
の
著
書
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
本
文
を
組
ん
で
お
り
、
質
問
の
長
さ
に

比
べ
る
と
、
解
答
が
一
だ
ん
詳
し
い
。
最
近
、
公
刊
さ
れ
た
「
犯
罪
学
の
基
礎

（
補
完
）
」
と
い
う
犯
罪
学
大
事
典
第
二
巻
第
七
分
冊
に
発
表
さ
れ
た
シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
の
論
文
に
は
、
本
書
の
中
で
解
説
の
あ
る
最
近
の
犯
罪
学
理
論
の
部
分
が

殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
転
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
著
書
に
は
、
英
米
を
主
と
し
た
諸
外
国
の
新
ら
し
い
学
問
の
成
果
が
極

め
て
数
多
く
登
場
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
、
驚
く
ほ
ど
多
数
の
文
献

を
渉
猟
し
、
メ
モ
を
と
つ
た
資
料
を
縦
横
に
駆
使
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
　
　
（
七
八
八
）

あ
る
。
私
が
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
に
滞
在
し
た
の
は
、
こ
の
仕
事
が
よ
う
や
く
大
づ

め
に
近
づ
い
て
い
た
と
き
で
あ
つ
た
。
二
〇
畳
ほ
ど
の
大
ぎ
な
勉
強
部
屋
の
三

面
が
本
箱
と
な
つ
て
お
り
、
項
目
別
に
ト
レ
ー
ラ
ー
の
上
に
文
献
が
積
ま
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
本
に
タ
イ
プ
さ
れ
た
メ
モ
が
は
さ
み
こ
ま
れ
、
一
寸
し
た
工
場
の
よ

う
な
趣
が
あ
つ
た
。
最
近
の
ド
イ
ッ
の
学
者
は
、
小
型
の
口
述
用
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
る
が
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
場
合
も
そ
の
例
に
も
れ

ず
、
原
稿
は
す
べ
て
テ
ー
プ
に
ふ
き
込
ん
で
あ
り
、
そ
れ
を
夫
人
が
タ
イ
プ
で

清
書
し
て
い
た
。
ケ
ル
ソ
大
学
在
学
中
に
知
り
合
つ
た
と
い
う
此
の
夫
人
は
、

人
柄
の
よ
い
、
有
能
な
秘
書
役
を
も
見
事
に
こ
な
す
賢
夫
人
で
あ
る
。
と
も
す

れ
ば
、
神
経
質
で
、
気
分
が
不
安
定
に
な
る
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
を
精
神
的
に
支
え

て
、
仕
事
を
し
や
す
い
環
境
を
造
る
良
ぎ
夫
人
で
あ
る
と
思
つ
た
。

　
か
つ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
夫
人
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
が
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ

の
場
合
は
、
メ
モ
を
手
に
し
て
夫
人
に
口
述
し
、
速
記
を
し
て
も
ら
い
、
夫
人

が
タ
イ
プ
で
浄
書
し
た
原
稿
を
さ
ら
に
推
稿
し
て
文
章
を
ね
つ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
西
欧
の
学
者
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
陰
の
協
力
者
の
体
制
が
し
つ

か
り
し
て
い
る
例
が
少
く
な
い
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
場
合
、
夫
人
の
協
力
で
そ

の
著
作
に
際
し
、
最
も
信
頼
し
う
る
「
書
き
手
（
ω
o
冒
Φ
一
耳
鍔
3
」
が
確
保
さ

れ
て
い
る
の
は
、
大
へ
ん
恵
ま
れ
た
こ
と
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
三
　
本
書
は
、
犯
罪
学
、
少
年
刑
法
、
行
刑
法
の
三
部
に
分
か
れ
て
い
る
。

本
文
四
六
四
頁
の
う
ち
、
第
一
部
「
犯
罪
学
」
に
は
、
二
八
O
頁
、
第
二
部

「
少
年
犯
罪
と
少
年
刑
法
」
に
は
八
二
頁
、
第
三
部
「
行
刑
」
に
は
一
〇
二
頁

が
割
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
｝
部
が
極
め
て
大
き

な
比
重
を
占
め
て
い
る
。



　
著
者
が
私
に
語
つ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
近
い
将
来
、
犯
罪
学
の
レ
ー
ア
ブ

ー
フ
と
行
刑
に
関
す
る
新
書
版
の
著
書
を
出
す
予
定
で
あ
る
と
か
。
そ
の
い
ず

れ
に
も
、
日
本
の
デ
ー
タ
ー
が
フ
ル
に
用
い
ら
れ
る
筈
で
あ
り
、
、
・
・
ユ
ン
ス
タ

ー
で
の
私
の
講
義
案
と
講
義
資
料
、
科
警
研
報
告
の
内
容
を
テ
ー
プ
に
ふ
き
込

ん
だ
口
述
の
メ
モ
が
そ
の
際
、
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
以
下
、
主
と
し
て
、
第
一
部
「
犯
罪
学
」
に
よ
り
つ
つ
、
本
書
の
内
容
を
紹

介
し
た
い
。

　
導
入
部
で
は
、
「
犯
罪
学
者
の
役
割
」
に
つ
き
、
「
犯
罪
学
者
は
、
社
会
の
従

者
で
も
な
け
れ
ば
、
社
会
に
対
す
る
パ
ル
チ
ザ
ン
で
も
な
い
」
「
犯
罪
学
者
は
、

研
究
と
教
育
を
用
い
て
、
犯
罪
者
と
被
害
者
、
社
会
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
、
社
会
的

な
統
制
の
過
程
に
お
け
る
代
表
者
（
警
察
・
裁
判
所
・
行
刑
当
局
者
）
の
諸
問
題
を

解
明
す
る
こ
と
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

　
第
一
節
「
犯
罪
学
の
常
識
」
で
は
、
ガ
ロ
フ
ァ
・
の
自
然
犯
の
概
念
、
犯
罪

学
の
学
際
科
学
性
、
ド
イ
ッ
語
圏
の
犯
罪
学
の
特
徴
、
ア
メ
リ
カ
犯
罪
学
の
概

況
を
問
い
、
解
答
を
示
し
て
い
る
。

　
第
二
節
「
現
代
に
お
け
る
犯
罪
学
の
傾
向
」
で
は
、
ま
ず
多
元
因
子
論
、
エ
ン

ゲ
ル
ス
の
所
説
に
対
す
る
検
討
、
少
年
非
行
に
お
け
る
下
層
階
層
の
社
会
構
造

的
圧
迫
と
家
族
構
成
や
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
の
形
式
が
少
年
達
を
非
行
に
か

り
立
て
る
、
と
す
る
テ
ィ
ル
マ
ン
・
モ
ー
ザ
ー
の
仮
説
の
批
判
、
ピ
ナ
テ
ル
や

デ
ィ
・
ト
ゥ
リ
オ
ら
の
提
唱
す
る
「
臨
床
犯
罪
学
」
、
「
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ニ

ズ
ム
」
の
批
判
、
「
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
」
「
ク
リ
テ
ィ
ヵ
ル
・
ク
リ
ミ

ノ
ロ
ジ
ー
」
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
提
唱
す
る
諸
学
説
の
詳

細
な
解
説
と
批
判
（
こ
れ
ら
の
項
目
で
は
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ベ
ッ
カ
ー
、
さ
ら
に
は
、
フ

　
　
　
紹
介
と
批
評

ラ
ソ
ク
・
タ
γ
ネ
ζ
ハ
ウ
ム
や
エ
ド
ウ
ィ
ソ
・
レ
マ
ー
ト
の
所
説
に
遡
つ
た
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
）
、
殊
に
、
最
近
の
西
ド
イ
ッ
の
左
翼
系
の
犯
罪
学
者
、
フ
リ
ッ
ツ
・
ザ

ッ
ク
、
ド
ロ
テ
ァ
・
べ
ー
タ
ー
ス
と
ヘ
ル
ガ
・
べ
ー
タ
ー
ス
、
ハ
ン
ス
・
ハ
ー

フ
ァ
ー
カ
ン
プ
ら
に
対
す
る
激
し
い
批
判
が
見
ら
れ
る
。
次
い
で
、
ヒ
ル
デ
・

カ
ウ
フ
マ
ン
の
「
法
学
的
犯
罪
学
」
の
検
討
で
こ
の
節
を
終
え
る
。

　
第
三
節
「
犯
罪
理
論
」
で
は
、
犯
罪
生
物
学
（
X
Y
Y
の
実
証
研
究
に
も
ふ
れ
る
）
、

殊
に
、
ナ
チ
ス
時
代
の
そ
れ
の
乱
用
に
つ
い
て
検
討
し
、
ボ
ン
ガ
ー
や
マ
ル
ク

ス
の
「
経
済
条
件
と
犯
罪
」
の
仮
説
の
批
判
、
精
神
分
析
学
的
犯
罪
学
の
検
討
、

深
層
心
理
学
的
犯
罪
理
論
、
ア
ー
ド
ラ
ー
ら
の
個
人
心
理
学
的
犯
罪
理
論
、
文

化
葛
藤
の
理
論
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
、
今
日
の
犯

罪
学
者
の
論
著
を
縦
横
に
引
用
し
て
、
詳
し
い
批
判
的
な
分
析
を
行
な
つ
て

い
る
。

　
第
四
節
は
「
被
害
者
学
」
を
簡
単
に
扱
う
。
被
害
者
学
の
任
務
、
被
害
原
因

的
な
状
況
、
加
害
者
・
被
害
者
関
係
、
被
害
者
補
償
な
ど
に
つ
き
模
範
解
答
を

示
す
。

　
第
五
節
は
、
　
「
犯
罪
学
の
方
法
」
で
あ
つ
て
、
経
験
科
学
的
調
査
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
・
ス
タ
デ
ィ
ー
の
意
義
、
行
動
調
査
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
オ
ッ
プ

と
ポ
イ
ケ
ル
ト
の
行
な
つ
た
裁
判
官
の
判
決
活
動
に
関
す
る
実
証
研
究
（
一
九

七
一
年
）
に
関
し
て
は
、
特
に
一
項
を
設
け
て
詳
細
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。

　
第
六
節
「
社
会
的
逸
脱
行
動
」
で
は
、
主
と
し
て
マ
ッ
ツ
ア
と
シ
ュ
ー
ル
の

論
述
に
よ
り
、
社
会
的
逸
脱
の
本
質
、
殊
に
、
レ
ッ
テ
ル
を
は
る
こ
と
で
逸
脱

者
が
生
じ
る
と
い
う
、
ス
テ
ィ
グ
マ
と
社
会
的
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
基
本
的
な

仮
説
の
説
明
に
当
た
り
、
次
い
で
、
売
春
に
関
す
る
問
題
点
を
論
述
す
る
。
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紹
介
と
批
評

　
第
七
節
「
犯
罪
と
犯
罪
統
計
」
で
は
、
ま
ず
、
　
「
暗
数
（
ド
イ
ツ
語
で
は
、

U
g
良
o
一
h
の
匡
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
が
最
近
の
例
で
あ
る
）
と
そ
の
調
査
法
を
論

ず
る
。
こ
こ
に
は
、
暗
数
調
査
に
つ
い
て
の
最
近
の
ア
メ
リ
カ
や
西
ド
イ
ッ
の

業
績
が
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
批
判
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
犯

罪
統
計
の
持
つ
限
界
、
殊
に
、
東
独
と
西
独
の
犯
罪
実
態
の
比
較
の
困
難
さ
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
統
計
的
に
み
た
西
独
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
の
犯

罪
状
況
の
比
較
と
分
析
が
注
目
を
ひ
く
。

　
第
八
節
「
犯
罪
の
現
象
形
態
」
は
か
な
り
長
い
部
分
で
あ
る
、
こ
こ
で
は
、

交
通
犯
罪
、
経
済
犯
罪
、
組
織
犯
罪
（
米
・
独
・
伊
の
組
織
暴
力
犯
罪
の
比
較
が
興
味
深

い
）
、
政
治
犯
罪
、
ナ
チ
ス
の
犯
罪
、
女
性
犯
罪
と
老
人
犯
罪
、
職
業
的
犯
罪
者

な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
内
外
の
文
献
、
最
近
の
デ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
、

詳
し
い
検
討
を
行
な
つ
て
い
る
。

　
第
九
節
「
犯
罪
の
原
因
」
で
は
、
戦
争
と
犯
罪
、
工
業
化
と
犯
罪
、
家
庭
の

状
況
と
犯
罪
、
加
害
者
・
被
害
者
の
関
係
な
ど
、
犯
罪
を
惹
起
す
る
要
因
に
つ

ぎ
、
多
方
面
に
わ
た
る
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
〇
節
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
犯
罪
」
、
第
一
一
節
「
犯
罪
予
測
」
、
第
一
二

節
「
個
別
犯
罪
の
犯
罪
学
」
に
お
い
て
も
、
最
近
の
犯
罪
学
の
諸
成
果
が
コ
ン

パ
ク
ト
に
、
し
か
も
正
確
に
紹
介
さ
れ
、
極
め
て
有
用
な
情
報
化
が
み
ら
れ

る
。　
第
一
三
節
「
犯
罪
に
対
す
る
社
会
の
反
作
用
」
に
お
い
て
、
フ
リ
ッ
ツ
・

ザ
ッ
ク
、
リ
ュ
デ
ィ
ガ
ー
・
ラ
ウ
ト
マ
ン
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ー
ス
ト
、
ド
ロ

テ
ァ
・
ぺ
ー
タ
ー
ス
、
マ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ブ
ル
ス
テ
ン
ら
西
ド
イ
ッ
の
名
だ
た

る
「
犯
罪
社
会
学
者
」
が
、
口
を
き
わ
め
て
西
ド
イ
ッ
の
社
会
統
制
の
公
式
機
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関
の
現
状
を
非
難
し
、
警
察
、
裁
判
所
、
行
刑
の
各
機
関
を
「
逸
脱
者
の
ス
テ
ー

タ
ス
ヘ
と
徴
募
す
る
機
構
（
閃
良
貫
槽
醇
巨
暢
冒
ω
蜂
葺
一
8
窪
ぼ
山
窪
ω
審
9
の

8
ω
》
σ
≦
0
8
富
＆
8
ど
と
よ
び
、
「
徴
募
の
過
程
の
地
位
関
連
性
」
と
い
つ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
に
強
く
反
論
し
て
い
る
。
ラ
ベ
リ
ン
グ
理
論
に
対

し
、
今
日
、
西
ド
イ
ッ
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
解
釈
を
す
る
一
派
が
い
る
の

に
対
し
て
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
こ
れ
に
激
し
く
反
論
を
加
え
て
い
る
（
ω
9
・

口
①
置
g
区
ユ
日
ぼ
o
一
〇
鴨
①
（
O
厩
仁
邑
一
謎
Φ
口
）
1
国
お
ぎ
N
仁
昌
贈
ぎ
”
ω
一
〇
＜
Φ
昌
の
ー
ω
3
・

ロ
Φ
置
R
（
ぼ
の
α
q
斡
．
）
一
国
帥
昌
山
類
母
貯
①
浮
賃
o
げ
α
R
囚
ユ
旨
ぎ
o
一
〇
魅
9
P
》
仁
自
●
℃
P

ω
9
S
口
無
R
琶
堕
お
§
ψ
㎝
a
鼻
ぎ
筈
＄
9
㎝
認
ご
。
そ
の
立
場
は
、

か
な
り
保
守
主
義
的
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
論
者
か
ら
の
反
論
が
当
然
出
て

く
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
後
の
論
争
の
推
移
は
大
へ
ん
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
四
　
第
二
部
と
第
三
部
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
を
や
め
、
本

書
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
の
解
説
に
ふ
れ
る
こ
と
に

す
る
。

　
第
二
部
に
、
「
少
年
非
行
に
対
す
る
形
式
的
お
よ
び
非
形
式
的
な
反
作
用
」
と

題
す
る
第
三
節
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
少
年
非
行
が
主
と
し
て
家
庭
内
の
葛
藤

に
よ
り
生
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
解
決
に
当
り
、
家
庭
裁
判
所
に
管
轄
を
も

た
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ヵ
ナ
ダ
の
法
制
度
改
革
委
員
会
の
提
案
を
例
題
に

出
し
、
日
本
の
家
庭
裁
判
所
の
活
動
状
況
を
詳
し
く
紹
介
し
た
後
、
「
少
年
裁
判

所
に
対
し
、
い
か
な
る
批
判
が
あ
る
か
」
「
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ

の
批
判
か
ら
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
導
き
出
し
た
か
」
を
問
う
。
そ
し
て
そ
の
解

答
と
し
て
、
わ
が
国
の
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
審
判
の
雰
囲
気
、
そ
こ
で
の
ス

テ
ィ
グ
マ
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策
、
保
護
手
続
と
保
護
処
分
の
現
状
に
つ
き



述
べ
、
さ
ら
に
、
少
年
法
改
正
の
動
向
に
ふ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
は
、

キ
ュ
ー
ネ
助
教
授
と
私
の
共
著
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

　
「
行
刑
」
に
関
す
る
第
三
部
の
第
四
節
「
施
設
内
に
お
け
る
自
由
刑
の
執
行
」

の
例
題
は
、
目
本
の
矯
正
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者
の
数
の
激
減
の
状
況
、
保

護
司
と
保
護
会
の
活
動
状
況
に
ふ
れ
、
施
設
収
容
と
社
会
復
帰
の
問
題
に
つ
ぎ

質
間
と
解
答
を
試
み
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
最
終
章
の
「
犯
罪
の
成
立
と
統
制
に
お
け
る
社
会
の
意
義
」
の
第

九
五
問
で
、
わ
が
国
の
犯
罪
が
、
成
人
・
少
年
と
も
に
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る

と
い
う
例
題
を
掲
げ
、
　
「
日
本
に
お
い
て
、
犯
罪
の
減
少
は
何
に
起
因
す
る
の

か
」
と
い
う
問
い
を
設
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
英
文
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
日

本
の
実
務
家
の
論
文
（
ア
ジ
ア
極
東
犯
罪
防
止
研
修
所
の
英
文
資
料
で
あ
る
）
が
用
い

ら
れ
、
わ
が
国
の
犯
罪
統
制
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
民
衆

と
警
察
の
関
係
が
深
い
こ
と
（
こ
れ
は
、
西
ド
イ
ッ
の
状
況
と
比
較
す
れ
ば
、
問
題
に

な
ら
な
い
程
緊
密
な
関
係
に
あ
る
）
、
民
間
篤
志
家
が
保
護
司
と
し
て
多
数
参
加
し

て
い
る
こ
と
（
西
ド
イ
ッ
の
保
護
観
察
制
と
比
べ
る
と
、
1
日
本
の
保
護
観
察
制
度
に

問
題
は
あ
る
に
せ
よ
ー
は
る
か
に
機
能
的
で
あ
る
）
、
日
本
社
会
が
犯
罪
人
対
策
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
状
況
を
説
い
て
い
る
。

　
こ
の
最
後
の
第
九
五
問
は
、
目
本
を
語
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
西
ド
イ
ッ
の
人

人
、
殊
に
若
い
学
生
に
、
犯
罪
人
処
遇
の
今
後
の
姿
を
暗
示
し
よ
う
と
す
る
著

者
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
目
本
の
学
者
に
は
、
自
分
の
国
の
刑
事
政
策
に
対
し
て
、
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
批
判
を
加
え
る
者
が
い
る
。
し
か
し
、
犯
罪
の
増
加
に
悩
み
、
そ
の
対
策

に
苦
慮
し
て
い
る
外
国
の
学
者
や
実
務
家
に
と
つ
て
は
、
わ
が
国
の
現
実
に
は

　
　
　
紹
介
と
批
評

学
ぶ
べ
き
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
今
日
、
刑
事
政
策
に
関
心
を

も
つ
外
国
の
専
門
家
の
問
で
、
広
く
深
く
情
報
と
し
て
伝
わ
り
、
関
心
の
的
と

な
つ
て
い
る
。
今
後
、
外
国
で
日
本
の
犯
罪
の
状
況
、
日
本
の
矯
正
の
現
状
に

つ
い
て
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
い
た
ず
ら

に
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
批
判
的
言
辞
を
弄
す
る
こ
と
は
、
相
手
に
失
望
を
与
え
る

だ
け
に
終
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　
現
に
、
西
ド
イ
ッ
に
一
寸
出
か
け
て
き
て
、
気
の
き
い
た
（
と
思
つ
て
い
る
ら

し
い
）
見
聞
記
を
書
い
て
い
る
者
が
、
ド
イ
ッ
の
学
界
に
お
い
て
日
本
に
つ
い

て
の
情
報
が
少
な
い
こ
と
を
な
げ
い
て
み
せ
て
い
る
。
認
識
不
足
も
甚
だ
し
い

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
見
聞
が
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
得
た
情
報
に
よ
つ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
相
手
の
勉
強
不
足

に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
現
実
は
違
う
。

　
日
本
の
刑
事
法
、
犯
罪
学
、
刑
事
政
策
に
関
し
て
、
内
外
の
学
者
や
実
務
家

の
手
に
よ
る
欧
文
の
紹
介
論
文
、
著
書
は
、
今
や
一
八
○
点
の
多
く
に
の
ぽ
つ

て
い
る
。
た
だ
、
当
今
の
研
究
者
が
そ
の
所
在
場
所
を
し
つ
か
り
把
握
し
て
い

な
い
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
た
し
か
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
先
人
や
同
僚
の

残
し
た
仕
事
を
正
確
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、
こ
れ
を
情
報
化
す
る
作
業
を
怠
た
つ
て

き
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
埋
も
れ
て
い
る
文
化
財
は
、
人
に
気
づ
か
れ
な
い
だ

け
で
、
現
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
は
変
り
は
な
い
。
そ
し
て
、
軽
薄

な
人
間
の
目
に
つ
か
な
い
だ
け
の
話
で
あ
つ
て
、
利
用
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
手

の
届
く
と
こ
ろ
に
放
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
五
　
本
書
は
、
学
生
の
試
験
対
策
用
の
本
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
か
な

り
高
度
な
も
の
で
あ
る
。
国
家
試
験
の
口
答
試
問
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
知
識
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紹
介
と
批
評

が
要
求
さ
れ
る
の
か
と
人
は
問
う
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
、

そ
れ
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
経
験
し
た
こ
と
だ
が
、
国
家
試
験
の
選
択
科
目
用
と
し
て
、

本
書
の
三
つ
の
部
分
は
、
い
ず
れ
も
筆
記
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
、
口
述
試
験
に
際

し
て
最
低
限
度
必
要
な
知
識
を
体
系
的
に
叙
述
し
て
い
る
。
練
習
問
題
に
対
し

て
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の
採
点
に
当
つ
て
、
助
手
達
は
、
こ
の
本
の
原
稿
か

ら
メ
モ
を
作
成
し
、
そ
れ
を
採
点
の
基
準
と
し
て
き
び
し
い
評
価
を
し
て
い

た
。
　
口
述
試
験
の
場
に
も
立
ち
会
つ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
わ
が
国
の
司
法
試
験
の

口
述
の
場
合
の
よ
う
に
、
一
人
が
一
五
分
か
ら
二
〇
分
の
短
か
い
間
に
、
二
、

三
の
質
問
を
受
け
る
の
と
は
異
な
り
、
中
間
に
一
時
間
の
休
み
を
置
い
て
、
実

質
五
時
間
に
わ
た
り
、
四
人
の
試
験
官
か
ら
質
問
の
集
中
砲
火
を
浴
び
せ
ら
れ

る
。
学
生
は
、
五
人
ひ
と
組
と
な
つ
て
、
試
験
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
分
ら

な
い
と
次
の
人
に
質
問
が
向
け
ら
れ
て
ゆ
く
。
正
解
が
な
さ
れ
る
と
、
テ
ー
マ
は

ど
ん
ど
ん
掘
り
下
げ
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
、
途
中
か
ら
次
の
受
験
者
に
質
問
が
向

け
ら
れ
れ
ぽ
、
よ
り
深
い
知
識
の
用
意
が
な
い
と
、
た
ち
ま
ち
立
ち
往
生
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
本
書
の
問
題
と
解
答
を
読
ん
で
ゆ
く
と
、
油
汗
を
流
し
な

が
ら
四
苦
八
苦
し
て
答
え
て
い
た
学
生
の
顔
を
思
い
出
す
。
西
ド
イ
ッ
の
国
家

試
験
の
水
準
を
知
る
た
め
に
も
、
本
書
は
一
読
に
価
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
六
　
以
上
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
を
著

者
か
ら
贈
ら
れ
、
内
容
に
目
を
通
し
た
と
き
、
ま
ず
考
え
た
の
は
、
日
本
の
犯

罪
学
が
国
際
的
水
準
か
ら
み
て
、
か
な
り
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

最
近
、
わ
が
国
で
公
刊
さ
れ
た
一
連
の
犯
罪
学
（
犯
罪
心
理
学
、
犯
罪
社
会
学
と
い
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う
名
称
を
も
つ
も
の
を
含
め
て
）
関
係
の
著
作
で
、
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
i
、
ラ

ベ
リ
ン
グ
理
論
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
そ
の
他
、
本
書
に
お
い
て
紹
介

さ
れ
、
消
化
さ
れ
て
い
る
一
連
の
学
説
や
仮
説
に
つ
い
て
、
こ
れ
だ
け
詳
細
に

論
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
刑
法
理
論
学
と
比
べ
て
、
犯
罪
学

の
場
合
に
は
、
そ
の
知
識
の
交
換
と
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
情
報
化
は
比
較
的

容
易
で
あ
り
、
国
際
的
討
議
の
場
で
の
知
的
交
流
は
、
必
ず
し
も
困
難
で
は
な
い

筈
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
外
国
の
人
々
の
間
で
、
固
有
の
概
念
や
用
語

を
駆
使
し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
ぎ
、
わ
が
国
の
学
界
で
は
、
殆
ん
ど

意
識
さ
れ
ず
、
共
通
の
問
題
と
は
な
つ
て
い
な
い
テ
ー
マ
に
当
面
す
る
な
ら
ば
、

た
だ
困
惑
し
、
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
が
お
ち
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
こ

と
に
不
幸
な
こ
と
だ
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
西
ド
イ
ッ
の
犯
罪
学
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
沈
滞
し
て
い

た
。
英
米
、
北
欧
の
学
者
の
議
論
が
、
華
や
か
に
登
場
し
、
わ
が
国
の
犯
罪
学

の
分
野
で
積
極
的
に
こ
れ
を
と
り
あ
げ
る
者
が
多
か
つ
た
。
そ
の
間
、
し
か
し
、

西
ド
イ
ッ
の
学
会
で
は
、
次
第
に
そ
れ
ら
諸
国
の
仮
説
や
実
証
研
究
に
学
ん
で
、

殊
に
若
い
世
代
の
研
究
者
や
実
務
家
が
、
実
績
を
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
わ

が
国
の
犯
罪
学
研
究
者
の
間
に
は
、
「
西
ド
イ
ッ
の
犯
罪
学
は
思
弁
的
に
す
ぎ

る
」
と
い
う
、
抜
き
難
い
固
定
理
念
が
横
溢
し
て
い
た
と
い
つ
て
過
言
で
は
な

い
。
だ
が
、
現
実
は
大
き
く
動
い
て
い
た
。
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ー
ギ
ッ
シ
ェ
ス
・
ジ

ュ
ル
ナ
ー
ル
と
い
う
雑
誌
に
登
場
し
て
い
た
、
若
い
犯
罪
学
者
の
論
文
を
つ
ぶ

さ
に
検
討
し
て
い
た
者
に
と
つ
て
は
、
少
し
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
つ
た

が
、
ド
イ
ッ
研
究
財
団
や
連
邦
警
察
局
の
資
金
援
助
を
受
け
て
、
あ
ち
こ
ち
の

大
学
で
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
企
画
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
、
そ
れ
が
今
や
、



次
々
と
公
刊
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
一
部
は
、
「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
被
害
者
研
究
の
現

状
に
っ
い
て
」
と
い
う
小
論
の
中
で
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
、
小
川
太
郎
博
士
古
稀
祝
賀
論

文
集
に
登
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
）
。

　
そ
し
て
、
今
、
学
生
の
国
家
試
験
準
備
の
た
め
の
本
で
は
あ
る
が
、
犯
罪
学
の

最
も
新
し
い
情
報
を
体
系
的
に
整
理
し
た
本
書
が
出
た
。
日
本
の
学
者
も
、
実

務
家
も
、
こ
の
本
の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
の

間
に
わ
だ
か
ま
つ
て
い
る
古
め
か
し
い
犯
罪
学
理
論
に
固
執
す
る
こ
の
随
固
と

し
た
態
度
を
反
省
し
、
国
際
的
な
動
向
に
目
を
向
け
、
古
い
も
の
か
ら
脱
却
す
る

勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
世
界
の
犯
罪
学
の
流
れ

か
ら
と
り
残
さ
れ
、
小
世
界
の
中
に
安
住
す
る
自
閉
的
な
集
団
に
堕
し
て
し
ま

う
こ
と
は
必
然
の
勢
い
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
宮
澤
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紹
介
と
批
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